
 

 

平成２３年８月４日 

 

応急仮設住宅の居住環境を巡る課題について 

 

 阿久津大臣政務官（復興対策担当） 

 

１． 検討の目的 

先週金曜日（７月２９日）に東日本大震災復興対策本部会合で決定された復興基本

方針においては、当該課題について以下の記述があるところ。 

 

 東日本大震災からの復興の基本方針（抜粋） 

１ 基本的考え方 

   仮設住宅における生活環境の改善 

 

５ 復興施策 

（１） 災害に強い地域づくり 

④被災者の居住の安定確保 

(vi) 仮設住宅の居住環境を中心とした居住者の状況を踏まえた課題の把握、

必要に応じた講ずべき対応等を検討する。 

（２） 地域における暮らしの再生 

①地域の支え合い 

(iv) 地域において「絆やつながり」を持ち続けることができるよう、仮設住

宅等における生活環境も含め、住民ニーズの把握、必要に応じたパーソナ

ルサポート的な支援の導入、見守り等の支援体制の構築など、地域支援の

仕組みによる社会的包摂を進めるための市町村の取組みを支援する。 

 

２． 平野復興対策担当大臣からの指示 

 今回の震災により被災された方々の仮設住宅での生活は状況によって長期化する可

能性もあり、居住環境面での課題を把握し、政府としての対応を早急に検討する必要

がある。 

 

３． これまでの国会でのやりとり 

（１） 衆・本会議（7/15） 共産党・宮本岳志議員 

【質問】仮設住宅の環境改善について 

【回答（抜粋）‐平野大臣】 

（前略）仮設住宅に移られた高齢者の方々などが孤立化することなく生活できるよ

うな取り組みを進めていくことも重要であります。集会施設を設置し、高齢者のサ

ポート拠点として活用するなどの取り組みも進めてまいります。 

 

（２） 参・内閣委（6/16） 公明党・谷合正明議員 

  【質問①】仮設住宅の入居が進まない理由 

  【回答（抜粋）‐阿久津大臣政務官】 

   （前略）応急仮設住宅の入居が遅れている原因としては、一つには市町村の手続
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が遅れている。これ、大分改善されてきましたけれども、まだ遅れている部分が

あるというふうに考えております。完成してから入居募集を行っているなどがそ

の例でございます。 

    それからもう一つは経済的な負担。食費とか光熱費等の自己負担などがござい

ますので、そこの部分への不安を感じる。あるいは、先ほど私が申し上げたコミ

ュニティーから離れたくない個人的な理由。子供の学校とか交通の便などもある

と思います。そういうことによって、割当てがあっても入居しないケースがあり

ます。 

    それからもう一つは、民間賃貸住宅など、より条件の良い物件を選択するとい

ったものが考えられます。 

 

  【質問②】仮設住宅においても、例えば雲仙岳噴火災害の際に実施された食事供与

事業を行ってはどうか。 

  【回答（抜粋）‐阿久津大臣政務官】 

  （前略）平成三年の雲仙岳噴火災害の際に実施された食事供与事業は、災害の継

続によって本来の生活拠点における収入の道が絶たれ、復旧活動への着手等、本

格的な生活や事業の再建活動を開始できない者に対して食事の供与を行うことに

より、自らの努力により生活の自立を支援したものであり、長崎県の事業に対し

国が補助を行ったものでございます。 

   その後、平成七年の阪神・淡路大震災を契機として平成十年には被災者生活再

建支援法が制定されて、それ以降の災害時には、自立した生活を開始するために

必要な経費として被災者に対し支援金が支給されているところであります。した

がって、現在では被災者生活再建支援金の支給が制度化されているため、今回の

震災においても同様のケースではこの支援金をお使いいただけるものと考えてお

ります。（中略） 

   ただし、私は、今谷合先生がおっしゃった意味合いというのは非常に私個人と

しては分かります。やはり、仮設住宅に移るというのは大変な不安であり、ハー

ドルがあると思うんです。経済的なものだけではないと思いますけれども、様々

な不安が仮設住宅への移動をなかなか進まない理由になっているのではないかと。 

   先生はボランティアとか NPO、NGO をやられていたと思うんですけれども、何か

いろんな手だてを、先ほどの経済的な初動の支援を含めて考えられないものかと

いうふうに私自身も真剣に考えております。 

 

４． 被災地の仮設住宅居住者の声（例） 

 仮設住宅は、避難所と環境が変わり、高齢者の精神的な不安や孤独感、一人になる

ことのストレスなどの問題が発生している。 

 お年寄りへのケアでは、集会所への病院医師の巡回などを希望。 

 交通の便を改善して欲しい。 

 

５． 課題把握調査の手法について 

 課題把握のための現地訪問、住民との意見交換会の実施 

 仮設住宅居住者を対象としたアンケート調査 など 


